
者酵″城営林署 造 林 実 験 地 設 定

分類l14は造林実験営林署運営要網12.(3)、

“

)、 により大別し更に分類番号llilで鵞1別する。
設定閥所見取図は2万分の 1の 11業 図で実験地およびプロツトの設定状況が

'洒

11にわかる程度とする。
既設造林地に実騨11也を設定する場合は新lFlか ら保育迄の経過を作業毎に記入する。

成本施肥実験の場合高林令のため施業の経絲が不り」離(な JLJ合 は|」 り,す る範出で記入する。

1.分 類 在力 2ヽ.馨類馨

寿證 t本ゼ舞与の湘兵とえるll及|ぎ

｀
す影響ネえ明寸る。

θ,/θ ″/

担 当 区 名   口  琢   
担 当 区

1黒 F捺

設 定 者 館
眩 塚 弩

低 勅
標 本 冬 1裏  璽

IL鰐`″当デれ理 り委箇ン14絶 t次 プロプにメかし鼓え

``舅
ブ覆
fじベー年生

1象症彦示孝野二撃2(山てレ砲色沐るの
をtイ嫁あ置
〕行静本替

:

髪ヽ々″林
"」

″力のイを

^著
こ

焼
.M斃 貧

む
2.調査事項

ア、あt.長量藝 (力な場.秩ぇわり /′ 月
イ,じ目4野グヽまタフ・ロンクだ勢夕∂ク

字病災ヶ多予国有林  δ 林班 。2 4｀班

姿高可昭和″年 ご月

ス2「ヽ、こノヽ

ぴ ´́ ′ 本/Jla

10.実 験地の現況

"鶉
へ

'Mi77地

高

一
岩平均 移気   度 1基

腹越

″で,ざしイス

サフラ,力 平ア
・の蹴斉

″ζ,/アJ濶 /υ″″′7が討″″ノ

のオ稀 私ヽ 無延 .

・３
。

設
定
時
の
植
生

9.

保

育

(記 11要領)
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昭 和 61年 度  技 術 開 発 実 施 報 告 書
熊 本 営 林 局(任 意 課 題 )

課
　
　
　
題

新規

継続
男ll 継   続

経常.特別別 経  常
担
　
当
　
課

造 林 課

開

発

箇

所

都   城

期

　

　

　

間

脚
５８
　
一　

脚
６２

年度

年度

予

算

科

日

造

林

費

（育

権
）

経   費 品  名 数  量 単  価 金  額

目標との関連 1～  エ

物 件 費 調査用品
円 円

３０２

大苗植栽による無下刈定着試験 役 務 費 現像。その他

人 件 費

職
時

基
臨

(2.0) ( 27,938 )

目

　

　

的

スギさし木養苗の相違と定着に及ぼす影響を究明する。

計

`み

θノ ( 27,938 )
1,230

全 体 計 画 実 施 経 過

当 年 度

施 結 果実 施 計 画 実 評価および普及計画

1.試験地設定
2.試験方法
(1)養苗区分毎に
3.調査事項
(1)生長量調査
(2)枯損調査

4プロットを設定

1.試験地設定 (昭和59年 3月 )

(1)場所 蕨ヶ野国有林 8ろ2林小班
(2)面積  0.13ha
2.試験方法
(1)昭和59年 3月 植栽

7 碁通藻暮奮
苗壌圭夢Eζ l

ウ 対照地     プロット
(2)昭和60年 3月植栽

ア スギさし木苗据置 2年生プロッ
イ 山行床替苗  2年生プロット

3.調査事項
(1)生長量調査
(2)枯損調査

1.調査事項
(1)生長量調査

1.生長量
(1)昭和58年度設定

1.生長について
樹高生長率では,

対照区が良好で床
替 2年生,さ し木
1年生の順位で60

年度と変化はない
根元径では,さ し
木 1年生,床替 2

年生,対照区の順
位で樹高と逆の数
値を示している。
大苗の種類別で

tま ,一年長く苗畑
で義苗したものの
生長が悪く,据置
の効果が今のとこ

現われていない。

区

調査時期 生  長  量

分
｀`
1＼、 設定時 61年12月 生長量

一
年
生

さ
し
木

樹 高 cnI 78 172 93

根元径 mm 9 22 13

二
年
生

床
　
替

樹 高 Cm 82 188 106

根元径 mml 10 24

対
照
区

樹 高 Cm 37 126 89

根元径 mm 7 8

＼

(2)昭和59年度設定

調査時期 生  長  量

区  分 設定時 61年 12月 生長量

F据二 樹 高 Cm 82 118 36

t/ 十

木置生 根元径 mm 9 13 4

山床二

行 年
樹 高 Cm 70 107 37

根元径 ‖‖ 3

t ( 31)

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



試 験 経 過 記 録αのノ♪

大蓄粘れによろス下剌たそ横た

/、 ltげ めに、
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'Cへ
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(3)沐  発  カシ外 S/千4 夭凛林祢ん

HA警 ぅ ′′アタυ

3、 くへ 或 の 方 法

:′ )政掟蒟猥   、́バ イス
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、象 一ノ・2の ヒちツ各 ゲい ノアのり1益 繊 系 |よ

(燿 に 襲仏 蒲 )

ζ

(′ )

都城  営林署

力  索、

肩 島甕孜孝で|」 ,対 籠2″P潔ス子で 鍼麹節、管 (R午)生 )

Cili::踵「
=、

の
fI紺 :身]ij;奪 :;,「1:准旬

支1漁れこ の1炎イ立でな「錫と並の数イ血争デKし てしヽみ.
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t2)全柩
`0た
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し、みが、脅 (く セレfホ 鴻 通 の薇 ニ グ夫色く.

どスキ贅υこあvヽ て千川の方シヘ″争た本笑支ぐする分

薯 グある。

斌ョタlA
夕の小絶く、
ノ象ク不選え 、



ll・ 式 3

開 発経過 と調 査内容

ス言式尋たシ色言女た .

技 術開 発 課 題 完 了報告書

(4)誡 我 2、

(ζ )%気 象 労)去

フヽ fし ラトミ毬

イ、

シ、

■

ズ、

ζ プ口、ット

(著通慟ノ」コ「と )

(キ量ふ替ユ孝在X/孝日不通移苗)

(色 Lネ寸沐耗 aュ与4)
(ム4畜 殊春 え孝生)
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大苗植栽 による無下刈疋着試験

昭 和 58年 度

昭 和 63年 度

都城 営林 署

指示・自主別

1.目  的       .

無下刈造林を定着させる方法として、スギさし本苗の養苗方法男1の初期生長と生育状況を比較検討す

る。

2.試験地設定

a)設  定  昭和 59年 3月

② 場  所  蕨ケ野国有林 8ろ 2林小班

G)面  積  0.13んα

④ 地  況  標高 200Z、  万位 W、

(D 林  況

前生樹の林況

傾斜 緩、 基岩 砂岩、 土壌型 BD(d)

コジイ60%、  サ クラ 12%、  シラカシ 9%、

生でんα当 り207プの広葉樹天然林 6

⑥ プロット設定方法

イチイガシ 8%、  他広 11%の林齢 57年

57年 6～ 12月 に伐採 した跡地に、さし本苗 100本 (20本 ×5列 )普通植し、設定した。

ア 当初設定 (昭和 59年 3月 植 )

の 普通大苗区 (1年生苗 782671)

④ 小苗床替区 (2年生宙 817`π )               .

0 対 照 区 (1年生苗370a)

イ 追加設定 (昭和 60年 3月 )

の さし付据置区 (2年生苗 81.86π )

《)普通苗床替区 (2年生苗 70.2鍬 )

ウ 昭和 63年 6月 に全プロットにお′ヽて約 1/2を 下刈 (全刈 )し て、下刈効果試験を行った。
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図-1 試験地位置図

図 -2 試験地設定図
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3.調査結果

プロット別生長量調査
単位 :嗣高 ε熊、根元径 m‖

プロット 区  分 植 付時 59.10 60. 12 61 12 62.11 63. 11 年 平 均

普通大苗区
制  高 78.2 91.5 128.8 171_5 244.9 280.6 40.5

根 元 径 8.5 11.3 17.0 22.0 28_9 40.4 6.4

小苗床替区
圏  高 81 7 96.1 1480 188_1 234 7 269.3 37.5

根 元 径
Ｏ
υ 124 186 23.6 27.9 352 質

０

対 照 区

闘  1漸 370 61.2 97 7 126.4 147 2 ]70_9 268

IJ(元 径 7.2
り
４

０
０ 110 14.8 16.2 22.6 つ

０

さし付据
置  区

嗣  高 81.8(603値 )
92.0 1183 146 7 163_4 20.4

根 ノ己径 88(60.3柿 1) 10. 3 126 153 208 3.0

普通苗床
替  区

開  1崎 70.2(603111) 792 107_3 125_2 143.2´ 183

根 元 径 10.8(60.311111) 11.4 13_7 14 4 192 ０
こ

当初設定した綸通大苗区と小苗床替区は、樹高生長量、肥大生長量 とも対照区を上廻 り、雑かん本

に被圧 され /4‐ が らも生長が認められてお り、5生 長期頃に1回刈出しを実行すれ:JI(下刈でも十分、

成林するものと思われる。

追加設定 したさし付据
『

:区 と普ilrl苗床替区は、樹高生長量、肥大生長量 とも対照区を下廻 り、雑か

ん本か ら完全に被圧 されて生長が阻害 され貧弱な造林本 となってお り、刈出 しを行って も今後の成長

力卦目当遅れ るものと思 われる。

4.評  価

① 今回の調査結果では、苗の養苗方法別による生長差よりは、むしろ伐採 してから植栽するまで 17D経

過期間 (長 くなれば雑かん本の繁茂が旺盛になって くる)が、苗本の成長に大 きく影響 していると思

えることか ら、無 下刈造林を定着させるには、まず密着造林が最 も必要な条件 と考える。

C)植栽初期の無下刈によるスギ大苗使用鋤 果 は歴然 としているが、苗本の養苗方法による効果につ

t′ てヽは、明確な成果な得る|む らなかった。
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